
Ｑ12 将来の見通しとその実行

将来の見通しを持っているかどうかを尋ねたところ、1年生、3年生ともに７割以上の学生が将来

の見通しを持っていると回答した（1年生72.8％、3年生73.2％）。

将来の見通しを持っている学生に対して、実現に向けた努力をしているかどうかを尋ねたところ、

６～７割の学生が「何をすべきかはわかっているが実行はできていない」「何をすべきかはまだわか

らない」と回答した（1年生67.3％、3年生61.7％）。わずかながらその割合は1年生の方が高い。

将来の見通しを持っていない学生に対して、将来の見通しを積極的に求めているかどうかを尋

ねたところ、ほぼ半数が「求めている」という回答した（1年生45.7％、3年生52.4％）。その割合は1

年生より3年生の方が高かった。

Ｑ12-1

あなたは、自分の将来についての見通し（将来こういう風でありたい）を持っていますか。

【出典】 溝上慎一 (編) (2001). 大学生の自己と生き方－大学生固有の意味世界に迫る大学生心理学－. 

ナカニシヤ出版.

Ｑ12-2

その見通しのなかでもっとも重要なものを１つ思い浮かべてください。あなたは、その見通

しの実現に向かって、今自分が何をすべきなのかは分かっていますか。またそれを実行して

いますか。最もあてはまるものを１つお知らせください。

Ｑ12-1 将来の見通し

総数 持っている 持っていない

１年生 988 72.8 27.2

３年生 1025 73.2 26.8

Ｑ12-2 実現に向けての実行

総数
何すべきか分
かっているし、
実行もしている

何すべきか分か
っているが実行
はできていない

何をすべきかは
まだ分からない

１年生 719 32.7 54.2 13.1

３年生 750 38.3 49.6 12.1

Ｑ12-3 見通し希求度

総数 求めている 求めていない

１年生 269 45.7 54.3

３年生 275 52.4 47.6

Ｑ12-3

あなたは「自分の将来の見通し」を積極的に求めていますか。


